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論文内容の要旨
[目的]
手足の奇形は全奇形の約 3 分の l 程度を占めており整形外科領域においては重要なテーマのひとつで
あるが手足の奇形を比較検討した報告はない。また，ある種の奇形には地域性や人種差があることも報
告されているが本邦におけるまとまった報告はみられな L 、。
本研究の目的は当科における手足の奇形を分析し本邦における奇形の特徴を明らかにすることとその
臨床的な特徴から各奇形の病態を知ることである。
[対象ならびに方法]
過去11年間に経験した523{911の手足の奇形を対象とした。各奇形につきその分類と発生頻度，性別，
擢患、側，家族歴，合併奇形を検討することにより本邦における特徴を明らかにした。
また，手足奇形合併例については各症例につき手足の奇形の表現型，擢患側およびd躍患指列を検討し
た。
各奇形の分類は1983年に Swanson らが提唱した分類に従い 7 型に分類した。
[結果]
5231711のうちわけは，手奇形のみをもつものが281例，足奇形のみをもつものが149例，手足に奇形を合
併するものが93例であった。
発生頻度
各奇形別の発生頻度は手足共に同様の傾向を示した。すなわち，最も多いものは多指症であり先天性
絞拒輪症候群と中央列形成不全がこれに次ぐ。逆に，巨指症や短指症などは手足共に少なかった。
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性差
中央列形成不全は男子に多くみられ第 4 中手骨短縮症は女子に多かった。これらの傾向は手足共に同
様であった。
家族歴
家族歴を示したものは少なく 2.7%に認められたにすぎなかった。各奇形と家族歴の間には特別な相
関はみられなかった。
擢患側
両側擢患が多いものとしては第 4 中手骨短縮症があげられ巨指症は片側擢患が多かった。
擢患指列
多指症の発生部位は，手においては，母指の多指症がほとんどを占めるのに対して，足においては逆
に，小指の多指症がほとんどを占めていた。また，手における小指の多指症と足における母駈の多指症
は，それぞれ，両側擢患であることが多く，他の奇形を合併し易い。
手足以外の合併奇形
5%に手足以外の奇形の合併を認めたが，絞拒輪症候群において内反足を合併し易いということ以外
には特徴的なものはなかったO
手足合併奇形
手足奇形合併例93例のうち84例は，手足共に同じ奇形を合併しており異なる分類に属する奇形を合併
したものは 9 例にすぎなかったO また，同じ奇形を合併した84例については，その発生指列はほとんど
において同じであったO たとえば，中央列形成不全は長軸型発育停止に属するが30例中13例は手足の病
変を合併しており同じ分類に属する他の奇形すなわち榛側列形成不全や尺側列形成不全などの合併はみ
られなかったO
また多指症についても同様であり多指症における手足奇形合併症は手足共に多指症を合併しており 14
例にみられた。
または例中10例は手足共に多指症が同一指列に発生していた。
[総括]
①多指症は手においては母指側に多く足においては小指側に多い。諸外国の報告によると多指症の発
生部位は手の小指側に多いとの報告があり，これは本邦における際だった特徴である。
②手足奇形合併例においては同ーの奇形が同一指列に発生することが多い。このことより，手足奇形
合併例においては奇形の原因が外的要因ではなく，各指列に特有の内的要因が存在し，それにより奇
形発生が制御されていることが強く示唆された。
論文の審査結果の要旨
[目 的] 本邦における手足の外表性奇形の特徴をあきらかにすると共に，特に手足の奇形合併例
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を検討することによりその病態を知る。
[方 法] 過去11年間に当科を受診した手足の外表'性奇形52317ljにつき性別，擢患別のほか特に合
併奇形の種類と，寵患指列を検討した。
[結 果] 手奇形のみをもつものが2811711，足奇形のみをもつものが149例，手足に奇形を合併する
ものが93例であった。手の多指症は軸前型が多く，足においては全く逆であったがこれは，諸外国の報
告とは異なっていた。 93例の手足奇形合併例中84例は手足共に同じ種類の奇形が合併していた。また，
その擢患指列は手足共に一致していた。このことは，手足の発生における時間的なずれを考えると，そ
の原因として外因性の要因ではなく 内因性の要因の存在を強く示唆する。
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